
 

 

1 学期をふりかえって あなたの「成長」は？ 
 

梅雨があけたあと、一気に暑くなりました。１学期が終わり、夏休みがはじまります。 

児童のみなさん、４月の進級・入学からこれまでをふりかえって、あなた自身の「成長
せいちょう

」を見つけ

てみましょう。「成長」は育って大きくなることをさしている言葉ですが、からだだけでなく「こころ」

が育つことも含んでいます。 

4 月の、学年のはじめとくらべて、成長したこと、見つかりましたか？ 

たくさん学習してきたので、「ひらがながかけて、つかえるようになったよ。」「計算ができるよう

になったよ。」「漢字をおぼえたよ。」「いままでよりたくさんおよげるようになったよ。」など、授業を

通じてつけてきた力はたくさんあると思います。どんな成長があったか、見つけてみましょう。 

また、「学級のおともだちと一緒に、グループでがんばることができたよ。」「4 月にはじめて同じ

クラスになった子と、なかよくなれたよ。」「委員の活動で活躍できたよ。」など、学習以外のことも

「成長」しているはずです。たくさん見つけてほしいと思います。 

そして、「こころ」も「成長」したはずです。「と中であきらめないで、さいごまでがんばれたよ。」

「むずかしいことや、やったことがなかったことにも、チャレンジできたよ。」「お友だちにやさしくで

きたよ。」「お友だちにてつだってもらって、うれしかったよ。こんどは、じぶんがお友だちをてつだっ

てあげたいな。」「みんなで協力することがすばらしいと感じたよ。」など、「こころの成長」も、たく

さんみつけてほしいと思います。 

ここまで、ひとりひとりの「成長」をとりあげましたが、学級も「成長」したはず。これまでの「成長」

をふりかえり、2 学期からさらに「成長」していってほしいと思います。 

そして、これらが全部合わさると、藤戸台小学校が「成長」していくことになると思います。 

学校のことだけでなく、おうちでも、「成長」していると思います。ぜひ、みつけてください。 

4 月からの一学期の間のことをとりあげましたが、「成長」は、毎日、少しずつしていくものでもあ

ります。きのうできなかったことが、今日、できるようになった、あたらしく、こんなことができた、よく

なった、じょうずになった、うれしい、たのしい、だいすき、、、。 

児童のみなさんには、夏休みの間も、「成長」を感じて、次はこうしたい、こんなふうになりたいと、

次へのエネルギーになるような毎日を、すごしてほしいと思います。 

夏休みあけの 8 月 25 日、「成長」したみなさんと出会えるのが、楽しみです。 

保護者のみなさま、一学期間、ありがとうございました。今後ともご協力よろしくお願いいたしま

す。 
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あさがお、さいたよ。 
1 年生のアサガオが、毎日たくさんさきました。朝、開いている花の数はだんだん
増えて、そのあと、だんだん少なくなっていきます。 
ところで、あさがおのつる（くき）のまきかた、ですが、どのうえきばちをみても、お
なじ向きになっているはずです。こんなふうに、観察や実験から規則性を発見し
たりすることを、生活科や理科でおこなっています。夏休みの間に、身のまわりを
よく見て、なにか「発見」してみてください。 

 
粘り強く 

前号で「まわりのために、自分のためにー児童のみなさん、廊下は、落ち着いて、しっかり歩きま
しょうー」と呼びかけましたが、その後、どうでしょうか。 
 ・先生はみなさんに声かけを続けています 
 ・「はしらない」の看板をつくって、よく見えるところに表示してくれています 
 ・子どもどうしでも、「走ったらあかんで。」と声をかけあう姿もみられるようになってきました 

そして・・・少しずつ、落ち着いて廊下を歩く人がふえてきました。 
児童のみなさんも、先生も、がんばっていると思います。これからも「まわりのために、自分のた

めに」安心して学べる学校にしていきましょう。 
「ねばりづよく」 取り組むことって、だいじ ですね。 
そして、だいじなのは、児童のみなさん、一人ひとりが、「まわりのために、自分のために、廊下は

落ち着いて、歩いて移動しよう。」と思って、実行することです。 
一人ひとり、そしてみんなで、安心してすごせる学校にしていきましょう。 

 

「笑顔
え が お

でつないで」 
校歌「希望のしるし」の最後のフレーズが「笑顔でつないで」です。 

笑顔は、うれしい、たのしい、よかった、だいすき、などの気持ちが表情にで
てきているものだと思います。反対に、笑顔で活動することで、これらの気持ち
につながっていくこともあると思います。 

小学校では、登校から下校までの間で、笑顔になる瞬間があると思います。 
全校８５８人、一日にどれだけの笑顔があるか、想像してみてください。 
その笑顔が、お互いの笑顔につながり、児童だけでなく、先生や、学校にかかわってくださる

方々や、おうちの方々の笑顔につながっていったら、たくさんの笑顔がつながっていくのかな、と、
校長室にある校歌のプレートを見ながら考えました。 
 児童のみなさんも、先生方も、保護者のみなさんも、しんどいことやつらいこと、うまくいかないこ
ともいろいろあると思いますが、小さな「成長」や成功、変化、成功しなくてもがんばった内容、そう
いうものを通じて得られる喜びから生まれる「笑顔」をどんどんつないでいけたら、すごいエネルギ
ーになると思います。 
 みんなで一緒に「笑顔でつないで」を実行できたらと思います。 
 

藤戸台小学校ホームページ 
(https://www.wakayama-wky.ed.jp/)の「最近の投稿」にも記事があります。 
学校の様子をお伝えしています。 


